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　Manna 

マルコ1:35
さて，イエス は朝早く，まだ暗いうちに起き
て寂しいところに出かけて行き，そこで祈っ
ておられた．

2022/10/31(月)

エゼキエル36:22-38
■あなたがたに新しい心を与え、あなたがた
のうちに新しい霊を授ける。私はあなたがた
のからだから石の心を取り除き、あなたがた
に肉の心を与える（26）。 

石の心、肉の心って何だろう？ 
石は硬いのに対して、肉は、柔らかさがある
し、よく浸透する印象がある。例えば、石を
投げられて当たったら痛いよね。人を怪我さ
せてしまうかもしれない。でも、肉は柔らか
い。例えば料理をする時、よく肉に下味を漬
け込んだりする（その方が味が染みて美味し
くなるから）。 
私たちの心の中にある硬い部分を取り除い
て、その代わりに神様の言葉（みことば）に
取り替える作業＝悔い改めだと私は考える。 
★みんなも一緒に石と肉がどんなものか、考
えてノートに書いてみよう！そこから、神様
がご自身の約束に、石と肉という具体的な物
体を用いた理由について、また、エゼキエル
に、イスラエルの民に、そして私達に何を伝
えたかったのか、考えてみよう

2022/11/1(火)

詩篇140篇
　私たちが経験する戦いとはどのような
ものだろうか。そして、私たちに敵対す
る者は誰なのだろうか。1-5を読んで、敵
について考えてみよう。 
　敵は、きみたちから神様に対する信仰
を失わせようと攻撃してくるんだ。聖書
には、悪魔(サタン)が私たちの敵であると
書いている。「あなたがたの敵である悪
魔が、吠えたける獅子のように、だれか
を食い尽くそうと探し回っています。」
(第一ペテロ5:8) 
　ダビデは戦いの中で「あなたは私の
神」と告白し、祈っているね。これこそ
私たちの最善の戦い方であり、賛美と祈
りが私たちの戦いの武器です。今日も敵
はきみを神から引き離そうと、ありとあ
らゆる方法で戦いを仕掛けてくるかもし
れない。だからこそ今、心を定めて神様
に近づこう！神様はあなたと共にいてく
ださる！

2022/11/2(水)

詩篇141篇
　ダビデは、信頼するお方に「急いでく
ださい」「私の魂を危険にさらさないで
ください」と緊迫感を持って呼びかけて
いる。信仰者は、いつも主に身を避ける
ことができ安全だと信じているが、なお
も「どうか…私を守ってください」と主
に祈っている。祈りは、「御前への香と
して」立ち上るからである。神様はいつ
も私たちの祈りを聞いてくださり、応え
てくださるお方である。 
　今、不安なことや辛いことがあるだろ
うか？さまざまな苦しみを体験するとき
に、率直に主に祈ることができるよう祈
ろう！

2022/11/3(木)

詩篇142篇
　今日の箇所で、タビデは主に叫び祈り
求めている。命を狙う敵に追われ、追い
詰められているダビデが心の底から祈る
姿がみられる。 

　自分よりも強く、自分を迫害するもの
にあう時、あなたはどうしているだろう
か？完全に主に信頼して祈ることが出来
ているだろうか？難しい現実を感じてい
るならまずそのことを祈ろう！ 
　また、祈りがきかれた時、感謝を忘れ
ていることはないだろうか？ 
感謝する者となろう！ 
今日も弱さを強さに変えてくださる神様
に期待しよう！！

2022/11/4(金)

詩篇143篇
　2節を読んで、ローマ3:23,24を思い出
した人もいるだろうか。人は誰もが罪人
なので、神様の前に正しいとは認められ
ない。敵(サタン)はそんな私たちを神様か
ら引き離そうとし、闇の中にとどめよう
とするけれど、イエス様の十字架によっ
て私たちは赦され、神様の子どもとされ
る恵みが与えられたんだ。イエス様が私
たちのためにしてくださったことを思い
出して、5,6節のみことばを思い巡らそ
う。 
　ダビデは、自分が神様のしもべである
ことを告白し、行くべき道を求め、みこ
ころを行うことを教えてくださいと祈っ
ている(7-12)。君は今日どのように神様
の前に歩みたいだろうか。祈って今日の1
日を始めよう！

2022/11/5(土)

詩篇144篇

　ダビデは今日の箇所でも、岩や砦とい

った例えを使いながら、力強い神様との

関係を説明しているね。 

　目に見える世界の状況に目を留めなが

らも、目には見えないけど確かにいる神

様にどんな時も栄光を返し、賛美をする

べきことがはっきりと語られていたね。 

　神様に信頼して今日一日を歩もう。神

様の計画のために、私自身が用いられて

いくことを願い祈ろう！

2022/11/6(日)

エゼキエル37章
　枯れた骨の預言とそれに続く二本の杖
の預言は、どちらもイスラエルの回復と
終わりの日の完成を描いている。神様
は、民を捕囚の地から「彼らの地に導い
て行く」と言われる。また、そこには罪
の赦しがある。特に偶像崇拝と背信が取
り上げられているのは、それがあらゆる
罪の根源だからだ。彼らの君主となる
「わたしのしもべダビデ」とは、主イエ
ス・キリストである。主は「ただ一人の
牧者」でもある。 
祈り：私たちの造り主であり、良い羊飼
いである神様、私たちに新しくいのちを
与え、生かしてくださることを感謝しま
す。


